
 

ユーザビリティを追求した

レーザー光源搭載の
大腸への挿入をサポートする硬度調整機能搭載

 

 

 

 

 
富士フイルム株式会社（社長：助野

いた内視鏡システム「LASEREO（レザリオ
せたスコープ 5 機種を、11 月 7 日より
操作部の握りやすさや、各種操作ボタンの
にスムーズな検査を実現します。 

なお、本製品を 11 月 3 日から 5 日
に出展します。 
 
＜発売機種＞ 

①上部消化管用経鼻スコープ EG
②上部消化管用汎用スコープ EG
③上部消化管用拡大スコープ EG
④上部消化管用処置スコープ EG
⑤下部消化管用拡大スコープ EC

 
 
 
 
検査画像の高画質化に伴い、内視鏡検査

なりました。近年では、食道・胃・大腸
「EMR（内視鏡的粘膜剥離術）」や、粘膜下層
の身体的負担の少ない低侵襲治療が
り市区町村が行う住民検診や職域検診
鏡検査も選択可能となり、内視鏡システム

 
「LASEREO」は、波長の異なる 2 種類

レーザー光の発光比率を変え、さらに
LASER Imaging （BLI）機能」や、画像
「Linked Color Imaging（LCI）」などにより
層の微細血管などの変化の観察で、医療機関

 
今回発売する LASEREO 用スコープ

ティを追求したラインアップです。開発
操作ボタンの高さと位置を、片手ですべて
や、スコープの先端部を上下左右に操作
り、これまで以上にスムーズな検査を

下部消化管用拡大スコープ EC-L600ZP7
縮し、軟性部の硬さを 4 段階で調整できる
さを調整しながら進退させることができるため
高い弾発性※1を持つ素材を採用することで
なった「高追従挿入部」と、腸管壁のカーブに
ーブトラッキング技術」との組み合わせにより

した使いやすい操作部によりスムーズな内視鏡検査

の内視鏡システム「LASEREO
レ ザ リ オ

硬度調整機能搭載の下部消化管用拡大

 

助野 健児）は、内視鏡システムの光源に波長の異なる
レザリオ）」用スコープの新ラインアップとして、快適
より富士フイルムメディカル株式会社（社長：新延 
ボタンの押しやすさなどユーザビリティを追求したことによって

日まで、神戸国際展示場で開催される「第 24 回 

EG-L580NW7 
EG-L600WR7 
EG-L600ZW7 
EG-L580RD7 
EC-L600ZP7 

内視鏡検査によって消化管内部を直接かつより鮮明
大腸などの消化器疾患の分野で、早期がんを内視鏡

粘膜下層を切開・剥離する「ESD（内視鏡的粘膜下層剥離術
が注目され、その実施件数も年々増加しています

職域検診などの胃がんに対する対策型検診として、従来
システムの活用の場が一層広がっています。 

種類のレーザー光による病変観察が可能な内視鏡
さらに粘膜表層の微細な血管や粘膜の模様などを
画像の赤色領域のわずかな色の違いを見やすく

などにより、微小な病変の観察をサポートします。特に早期
医療機関から高い評価をいただいています。 

スコープ 5 機種は、このような LASEREO特有の高い観察性能
開発にあたっては、医師の内視鏡検査における手技
ですべて操作できるように設計。また、消化管内の

操作できるアングルノブなどを直感的に操作できるようにしました
を実現し、検査時間の短縮と患者の身体的苦痛の
L600ZP7 は、硬度調整ノブを回すとスコープ内部
できる「硬度調整機能」を搭載。腸管の屈曲や形状

させることができるため、スコープ先端部を大腸の深部まで挿入
ることで、医師が操作部をねじった時に、手元の力

のカーブに沿ってスムーズに曲がり、カーブ通過後
わせにより、屈曲部が多い大腸へのよりスムーズな

● 新発売 ● 

 ＜⑤下部消化管用拡大

 

内視鏡検査を実現 

LASEREO
レ ザ リ オ

」用スコープ 
下部消化管用拡大スコープなど 5 機種  

 
 

平成 28年 10 月 26 日 

なる 2 種類のレーザーを用
快適で直感的な操作性を実現さ

 晶雄）を通じて発売します。
したことによって、これまで以上

 日本消化器関連学会週間」

鮮明に見ることができるように
内視鏡で観察しながら切除する

内視鏡的粘膜下層剥離術）」といった患者
ます。さらに、平成 28年 4 月よ
従来の X 線検査に加え内視

内視鏡システムで、それぞれの
などを強調して表示する「Blue 
やすく表示する画像処理機能
早期がんに特徴的な粘膜表

観察性能に加え、ユーザビリ
手技を徹底的に分析し、各種
の体液などを吸引するボタン

できるようにしました。これによ
の低減に寄与します。 

内部に組み込まれたコイルが伸
形状に合わせてスコープの硬

挿入しやすくなりました。さらに、
力が先端部まで伝わりやすく

通過後はまっすぐに戻りやすい「カ
へのよりスムーズな挿入をサポートします。 

 下部消化管用拡大スコープ EC-L600ZP7＞ 



富士フイルムは、今後も独自技術を生かし、医療現場のニーズに応える幅広い製品・サービスの提供を通じ
て、さらなる診断の効率化と医療の質の向上、人々の健康の維持増進に貢献してきます。 

 

※1 挿入部を曲げた際に、元の位置に戻ろうとする力。 

 

記 
 
1.品名： 

①上部消化管用経鼻スコープ EG-L580NW7 

（販売名：電子内視鏡 EG-L580NW7/ 

認証番号：228AABZX00072000） 

②上部消化管用汎用スコープ EG-L600WR7 

（販売名：電子内視鏡 EG-L600WR7/  

認証番号：228AABZX00068000） 

③上部消化管用拡大スコープ EG-L600ZW7 

（販売名：電子内視鏡 EG-L600ZW7/  

認証番号：228AABZX00070000） 

④上部消化管用処置スコープ EG-L580RD7 

（販売名：電子内視鏡 EG-L580RD7/  

認証番号：228AABZX00071000） 

⑤下部消化管用拡大スコープ EC-L600ZP7 

（販売名：電子内視鏡 EC-L600ZP7/  

認証番号：228AABZX00069000） 

 

  

2.発売日： 
 平成 28年 11 月 7 日 
 
3.主な特長： 
＜5 機種共通＞ 

・ユーザビリティを追求した使いやすい操作部 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜下部消化管用拡大スコープ EC-L600ZP7＞ 

（1）硬度調整機能を搭載し、操作性が向上 
操作部に組み込まれた硬度調整ノブを回すことでスコープ内部に組み込まれたコイルが伸縮し、スコープ軟
性部の硬さを 4 段階で調整することができます。腸管の屈曲や形状に合わせてスコープの硬さを調整しながら
進退できるため、スコープ先端部を大腸の深部まで挿入しやすくなりました。 

  

＜硬度調整ノブを回して、スコープ軟性部の硬さを 4 段階で調整することができる＞ 

医師の手技を徹底的に分析し、各種操作ボタンを
片手ですべて操作できるように配置することで、こ
れまで以上にスムーズな検査を実現。送気・送水ボ
タンと吸引ボタンも、指先で押せるように設計しまし
た。 

 

＜使いやすい操作部によりスムーズな検査を実現＞ 

<硬度調整ダイヤル> 

 

 



(2) 「高追従挿入部」と「カーブトラッキング技術」により、挿入性を向上 

高い弾発性を持つ素材を採用することで、医師が操作部をねじった時に、手元の力が先端部に伝わりやすくなっ

た「高追従挿入部」と、腸管壁のカーブに沿ってスムーズに曲がり、カーブ通過後はまっすぐに戻りやすくする「カー

ブトラッキング技術」を搭載。スコープの挿入が難しい症例において、患者の身体的苦痛の低減と検査効率の向上

が期待できます。 
 
4.主な仕様 

機種名 

上部消化管用 

経鼻スコープ 

上部消化管用 

汎用スコープ 

上部消化管用 

拡大スコープ 

上部消化管用 

処置スコープ 

下部消化管用 

拡大スコープ 

EG-L580NW7 EG-L600WR7 EG-L600ZW7 EG-L580RD7 EC-L600ZP7 

視野方向 0°（直視） 0°（直視） 0°（直視） 0°（直視） 0°（直視） 

視野角 
140° 140° 標準時：140° 

最近接時：56° 

140° 標準時：140° 

最近接時：56° 

観察範囲 

3～100mm 2～100mm 標準時：3～100mm 

最近接時：1.5mm～

2.5mm 

3～100mm 標準時：3～100mm 

最近接時：1.5mm～

2.5mm 

先端部外径 5.8mm 9.2mm 9.9mm 9.8mm 11.7mm 

軟性部外径 5.9mm 9.3mm 9.8mm 9.8mm 11.8mm 

湾曲角 

UP：210° 

/DOWN：90° 

LEFT：100° 

/RIGHT：100° 

UP：210° 

/DOWN：90° 

LEFT：100° 

/RIGHT：100° 

UP：210° 

/DOWN：90° 

LEFT：100° 

/RIGHT：100° 

UP：210° 

/DOWN：120° 

LEFT：100° 

/RIGHT：100° 

UP：180° 

/DOWN：180° 

LEFT：160° 

/RIGHT：160° 

有効長 1100mm 1100mm 1100mm 1100mm 1330mm 

全長 1400mm 1400mm 1400mm 1400mm 1650mm 

鉗子口最小径 2.4mm 2.8mm 2.8mm 3.2mm 3.2mm 

      

イメージセンサー 
スーパーCCD 

ハニカム TM 

メガピクセル CMOS メガピクセル CMOS スーパーCCD 

ハニカム TM 

メガピクセル CMOS 

ウォータージェット - ○ ○ ○ ○ 

特長 

細径スコープなが

ら 2.4mm の鉗子口
により、高い吸引性

能を実現 

汎用スコープに 

ウォータージェット
機能を搭載 

拡大スコープとして

10mm 以下の挿入
部径を実現 

3.2mm の鉗子口径

を確保しつつ、先端
部径 9.8mm を実現 

「 硬 度 調 整 機 能 」

「 高 追 従 挿 入 部 」
「カーブトラッキング

技術」により、操作

性と挿入性が向上 
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おおおお客様客様客様客様    富士富士富士富士フイルムメディカルフイルムメディカルフイルムメディカルフイルムメディカル株式会社株式会社株式会社株式会社    販売統括本部販売統括本部販売統括本部販売統括本部    マーケティングマーケティングマーケティングマーケティング部部部部                TEL 03TEL 03TEL 03TEL 03----6419641964196419----8033803380338033    


